



























 ベンジャミン・フランクリンにおける 「コモン・マン」 の成立




 本論文は, 植民地時代のアメリカにあって, 経済発展にζもなう r市民的公共圏」 の形
 成と, これを基盤とする新たなネーションの建設に大きな役割を果た したフランクリンの
 政治思想の把握を目指した研究である。
 1) 本論文第一章が論じているように, 1970年代以降のアメリカ政治思想史研究にお
 いては, 建国期について二つの見解が対立してきた。 すなわち, (a) 新国家の下での私的
 所有権の確認と, これを踏まえた資本主義的営利の発展が建国の基本的契機であり, いわ
 ゆる r所有的個人主義者」 の経済的利害がこれを主導した, とみる見解 (建国史の r自由
 主義的」 資本主義的解釈) と, (b)そのような経済的関心を批判 し, むしろ古典古代以来の
 rシヴィック・ヴァーテユウ」 の伝統のもとに, 公共性と政治参加を重視 した市民たちの
 行動こそが大きな役割を果たしたとする見解 (建国史の r共和主義的解釈」) との対立で
 ある。 しかし本研究第二章によればフランクリンは最初から一貫 して, 一方で r資本主義
 の精神」 を体現するとともに, 他方で熱心に r市民的公共圏」 への rサーヴィス」 にコミ
 ットしており, 彼の思想は r自由主義的解釈」 対 r共和主義的解釈」 という従来の建国期
 政治思想史研究の二.つの 「枠組」 を大きくはみ出している。
 本論文はフランクリンの著作を再検討して, 彼は, 善をもたらす職業間の社会的分業が
 市場において結合されるところに生じる社会的 r全体」 (ひとつの whole) の理念と, ま
 たその全体への, 職業労働を通じての各人の貢献 (service ないし doing good) を説いた
 と言う。 彼のこう した思想は, common good ないしpublic good に寄与する ca皿ng への
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 禁欲的献身を旨と したピューリタンの職業観念を継承 したものであ り, その意味において,
 フランクリン的な r資本主義の精神」 はそれ自体, 単なる資本主義的営利の概念によって
 は把握しきれない, 市民的 r全体」 の形成という r市民的徳」 の実践の性格を持っていた
 と本研究は指摘す る。
 しか しまた, そう した職業労働によって得られた富は, フランクリンにおいては, いっ
 そう積極的な形式で, 公共的な doing good を実践するための社会的・政治的地位や可能性
 を人に与えるものとも考えられていた。 本論文によれば, こうした個人の一定の経済力は
 フランクリンによって, 彼自ら実践 した市民社会内部における r公共圏」 の積極的形成と
 実践一一学校建設や, 消防団から義勇軍の組織化に及ぶ, 各種の r公共的」 課題の自発的
 発見と, それらをめぐるヴォランタリー・アソシエーションの発案・組織化, また新聞等
 のコミュニケーション・メ ディ アの積極的な創設な ど一一を可能にするものとされて いた
 と論じられている。 本論文は, 以上のような思想をもつフランクリンを典型と し, 彼の思
 想の共鳴盤ともなった中産的生産者市民を rコモン・マン」 ととらえる。
 2) 本論文第二章は次に, フランクリンが 「ネーション」 を, r各人がその do good をも
 たらすべきいっそう大きな 『全体』 の問題」 として意識 していった経緯を考察 している。
 フランクリンの場合, 植民地社会の中核をなす中産的生産者層 (彼の言う happy
 mediocrity) が rサーヴィスすべき全体」 は, 先述のように, まずは社会に役立つ rよき
 職業労働」 相互の分業が, 地域の合理的な r市場」 で結合されるところに生まれる地域的
 な社会的 r全体」 であった。 そ して当初は, この地域的 r全体」 の連鎖としての植民地内
 部経済と, イギリス帝国経済圏と言う 巨大な r全体ゴ との不調和は, フランクリンにも必
 ずしも意識されていなかった。 しかしながらこの内部経済は, 発展するに伴ってイギリス
 商品の植民地市場支配と対立 し, また植民地を農産物の生産地ないし本国の製造業のため
 の原料生産地に特化させて維持 しょうとするイギリス本国の r重商主義」 政策との対立を
 深めた。 この対立を意識化させ, イギリス帝国と言う r全体」 像か ら, アメリカという r全
 体」 へと, 人々の do good の対象を転換させ, 既存の r国家」 権力から正当性を奪い, 新
 たな r国家形成」 をうなが したのが後期フランクリンの立場だった, と本研究は結論 して
 い る。
 こう して本論文は, ネーショ ン形成をめ ぐる狭義の政治思想を含むフランクリ ンの全思
 想を, 彼の doing good to the whole の理念から統一的に把握することに成功している。
 3) 本論文第三章は, 上述のフランクリンの doing good to the whole の思想の歴史的由来
 を問い, 前世代の思想家コヅトン・マザーの用語法との関係を分析 している。
 マサチューセッツ植民地の初期の r神権政治」 体制は, イギリス国教会から独立した r会
 衆派」 を中心とする宗教的政治体制であり, ここではこの植民地社会はいわゆる r聖書的
 規範」 によって統御されるべきひとつの理想的な r全体」 であるとされていた。 この体制
 は, 世俗化の進展と, イギリス本国の植民地特許状の内容変更 (1691年) によって崩
 壊 したが, この現実に抵抗 しょうとしてあらためて, 政治的制度によらないピューリタン
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 的社会をひとつの r全体」 と して再建しようと したのがコットン・マザーである。 その社
 会教説のキイ概念が do good £or the whole であり, その内容をいっそう世俗化 したのがフ
 ランクリ ンであることが明らかにされている。
 4) その上でさらに本論文第四章では, パブリック・オ ピニオンを育もうとするフランク
 リンの, 新聞や冊子による言論活動のスタイルの意味が分析されている。 すなわちフラン
 クリンにおいては, 彼自身を含む当時の植民地の人々の意識において始まっていた意識構
 造の変化 (世俗化の傾向) にともない, 種々の新たな r説得」 の技術が開発されているこ
 とが考察されている。 それは新たな r承認」 の論理としての r市民社会的」 な sympa七hy
 に訴える手法を伴っていた。 しかし本研究では, フランクリンの手法はしだいに他人の意
 識を r操作」 しょうとする強い r政治性」 を帯びるものとなって行ったことが分析されて
 い る。
 論文審査結果の要旨
 フランクリンの思想が, マックス・ウェーバーによっていわゆる r近代資本主義の精神」
 を体現 したものと して論じられたことはよく知られているが, フランクリンは単に経済思
 想においてのみ評価されるべきではない。 ただ し体系的な政治思想の著作は残 していない
 ので, これまで彼の政治思想をそれと して立ち入って分析する業績は乏しかった。 しかし
 独立戦争期の古典的なアメリカ市民とされ, 上述のような公共的活動に携わり, また一般
 市民にそれへの参加を促し続けたフランクリンの政治意識 政治思想は, 積極的に考察す
 る十分な価値があり, 本論文はその解明に成功している。
 本論文はまず, フランクリンの思想が, 建国期政治思想史のいわゆる r自由主義的解釈」
 と r共和主義的解釈」 のいずれにも収まらないことを指摘した。 このことはアメリカ政治
 思想史の研究方法に関するひとつの問題を提起している。
 本研究は, 諸資料に沈潜し, フランクリンの r市民的公共性」 をめぐる思惟の r原型」
 が, ニューイ ングランド・ ピューリタニズムにおける, 独特の" Doing good to the whole"
 の理念であり, また, この思惟を実践させる内面的起動力の原型は, ピューリタン的な r神
 の救いの確認」 の世俗化である, r自分が社会において有用性を認められたことの確認」
 と言うモティーフだったことを論証している。 本論文は, この 「doing good to the whole」
 理念の歴史に着目し, それが前世代のボストンの牧師・思想家コットン・マザーにおいて
 はどのような内容を持っていたか, またフランクリンにおいてはどのような内容を持つに
 至ったか, と言う特色あるサブ・テーマを追求している。 マザーの思想の起源をさらにさ
 かのぼり, rタウンシップ」 共同体を社会的基盤と していた過去のマサチューセッツ植民
 地のいわゆる会衆派的 r神権政治」 の実態と, これをささえた政治的神学を分析 し, マザ
 ー の思想をこれの変容形態と して論 じたこの章は, それ自体貴重な政治思想史的研究であ
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 る。
 本論文では, フランクリンの rネーション」 論も, doing good to the whole の思想との
 関係で捉えられているが, 中産的生産者層の形成する rコモンウィール」 の r全国的」 体
 系が, イギリス重商主義 (イ ギリス帝国) への従属から解放されねばならない, とする彼
 の議論の分析は, ネーションとは何かと言う問題をめぐって興味深い。.
 さらに本論文では, フランクリンの社会思想・政治思想が, 抽象的な理念論にとどまら
 ず, きわめて積極的に行為へと転化される性格を持っていたのはどのような精神的メ カニ
 ズムが彼のうちに存在したからか, という検討課題が考察されている。 注目されるのは,
 本論文が丸山真男の福沢諭吉論に学んで, フランクリンの r主体の構造」 を分析 している
 ことである。 すなわち, 歴史的に形成された特定のエー トスの影響を受けたフランクリン
 と言う個人が, 新 しい時代の新たな社会的状況の中でどのような自我ないし人格を持つこ
 ととなったか (一定の変容された精神的・心理的構造を持つことになるか), そしてそこ
 から一定の行為が生じたか, が適切に考察されている。
 このように本論文は, フランクリンの政治意識・政治思想とその特質を, 歴史的諸条件
 の下に形成された彼の 「主体の構造」 の内部にまで立ち入って明らかにするものとして,
 優れた研究となってい る。 個々の論点についてはさ らに検討されるべき課題も残されてい
 るが, この論文を踏まえ, 論文提出者はさらにフランクリン研究において, またその枠を
 超えて初期アメリカ政治思想史研究において, いっそう学問的寄与を果たすものと期待さ
 れ る。
 以上により本論文を, 博士 (法学) の学位を授与するに値するものと認める。
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